
Corning FluoroBlokインサートは着色した多孔性のポリエチレンテレフタレート（PET）メン
ブレンで、400～700 nmの可視光を遮光します。Migration（遊走）アッセイは、蛍光色
素でラベルした細胞を用いて従来通りの方法で実験を行います。このインサートシステムで

は、蛍光プレートリーダーや蛍光倒立顕微鏡でインサートを潜り抜けた蛍光色素でラベルし

た細胞を特異的に検出したり測定することができます。

Corning FluoroBlokインサートは以下のような様々な研究に使用されています。

 ◗ 好中球 1-5、経上皮 6および経内皮 7の遊走を伴う炎症や血液脳関門 8,9、樹状細胞 10、 
マクロファージ 11の解析

 ◗ 幹細胞分化経路 12,13

 ◗ 集団特異的神経細胞遊走促進因子のスクリーニング 14

 ◗ 正常および形質転換、遺伝子導入細胞の遊走 15,16

 ◗ ケモインベージョンアッセイ、創薬 17,18

1. Corning FluoroBlokインサートを用いて癌浸潤の実験は出来ますか？

はい、透明なインサートと同様に、FluoroBlokインサートを Corning 基底膜マトリック
スでコーティングすることができます。

細胞浸潤アッセイのプロトコール（CLS-DL-CC-031）はウェブサイト www.corning.
com/lifesciences をご覧ください。

2. Corning® FluoroBlok™メンブレンには自家蛍光はありますか？

Corning FluoroBlokメンブレンは、上方測定の蛍光データによれば 400～700 nmの
可視光波長では無視できるほど低い自家蛍光しか示しません。しかし下方測定モードで

は、自家蛍光もしくはプレートのポリスチレンボトムからの反射に由来する低いバックグ

ランドがあります。ゲイン設定を必要以上に高くしたり、適切な条件で測定できなかっ

たりすると、Corning FluoroBlokメンブレンが効果的に遮光できないあるいは高い自
家蛍光を示すような誤った印象を受けてしまう恐れがあります。

Corning® FluoroBlok™ インサート
よくある質問と回答

弊社では従来の紫色の Corning 
FluoroBlokメンブレンを改良し
ました。新しいCorning FluoroBlok
メンブレンは黒色で遮光性がさ
らによくなりました。この FAQ
にあるメンブレンの一般的な情
報は新旧いずれのメンブレンに
も当てはまりますが、波長に関
する記述は新しい黒色メンブ
レンに該当します。

詳しくは技術資料 CLS-DL-CC-042、 
New PET Membrane for Corning 
FluoroBlok 3.0 µm and 8.0 µm 
Pore Size Cell Culture Inserts を
ご参照ください。

https://www.corning.com/jp/jp/products/life-sciences.html
https://www.corning.com/jp/jp/products/life-sciences.html
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3.  透明なインサートを使用するのに比べて、Corning FluoroBlokインサートにはどのよう
な利点がありますか？

Corning FluoroBlokインサートを使用すると、蛍光染色した細胞がメンブレンを通り抜
けたことをホモジニアスに検出できます。メンブレンを通り抜けた細胞を特異的に検出

するための、細胞の分離や洗浄、回収は不要です。単に細胞を播種し、必要に応じて染

色、下方測定モードのプレートリーダーで読み取るだけです。

4.  Corning FluoroBlokインサートを使ったホモジニアスアッセイは、なぜ好ましいので 
しょうか？

遊走、浸潤実験では、細胞を数えるために固定して時間をかけてマニュアルで処理する

必要があります。例えば透明なインサートを使用した遊走実験の例では、解析のために

細胞をはがして何らかの方法でラベルします。浸潤実験では上に残った細胞を綿棒でふ

き取り、下に出てきた細胞を数えます。Corning FluoroBlokインサートを使用すれば、
蛍光プレートリーダーで希望のウェルの蛍光を計り、蛍光ラベルした細胞を生きたまま

リアルタイムで測定できます。遊走、浸潤アッセイの面倒なマニュアルでの処理は不要

となり、ハイスループットスクリーニングを自動化できます。

5. Corning FluoroBlokインサートはどのような働きをしますか？

インサートに使用されているメンブレンは、400～700 nmの光を遮ります。この波長域
に当てはまる励起、蛍光波長の蛍光で細胞をラベルすれば、メンブレンの下側への遊走

あるいは浸潤の特異的な測定が可能となります。ウェルを下方から励起すると同時に、

メンブレンの下方から発する蛍光を測定します。メンブレンの上にいる細胞は遮光メンブ

レンで励起や蛍光発光を遮られ、下方の測定には影響を与えません。

6.  Corning FluoroBlokメンブレンを透かして見ると、不透明ではないようです。穴が見え
るのに遮光できるのでしょうか？

それはメンブレンのポアを光が通るのを見ていて、正常な状態です。穴が開いていない

ところは遮光しています。

7. Corning FluoroBlokインサートにはどのタイプの蛍光色素が使用可能ですか？

蛍光波長が 400～700 nmの色素であれば、どの色素でも使用可能です。この波長域外
の場合、上部チャンバー内の細胞の干渉が増します。Corning Calcein AM Fluorescent 
Dye (カタログ番号 354216、354217) and Corning DiIC12(3) Fluorescent Dye (カ
タログ番号 354218)が、細胞のラベルに使用できます。詳しい情報やその他の色素の
情報は、ウェブサイト  www.corning.com/lifesciencesをご覧ください。

8. Corning FluoroBlokインサートは、どのプレートとも互換性がありますか？

いいえ、Corning FluoroBlokインサートシステムは、Falcon®レシーバープレートと
適切な組み合わせで使用する必要があります。個別型のインサートは、Falconセルカル
チャーインサートコンパニオンプレート（カタログ番号 353504、24ウェル）のウェル
の正しい位置にセットして使用しなくてはなりません。Corning FluoroBlok 24マルチウェ
ルインサートは、通常の Falcon 24ウェルプレートにセットして使用します。このプレートは、
Corning FluoroBlok 24マルチウェルインサートに適合します。Corning FluoroBlok 96
マルチウェルインサートは、スクエアウェルレシーバープレートと使用します。信頼性の

あるアッセイの結果を得るためには、アッセイ、サンプルのラべリングや測定にこのプレー

トを使用してください。

癌浸潤システム 
　－アッセイモデル

コートなしの 8 µmポアイン
サートを通り抜けた遊走（図
A、C）及び Corning マトリ
ゲル基底膜マトリックスで
コートした 8 µmポアイン
サートを抜けた浸潤（図 B、D）
後の HT-1080 や 3T3細胞を
カルセインAMで染色した。

HT-1080は遊走も浸潤も可
能だった。メタロプロテアー
ゼ（MMPs）を欠いている
3T3細胞は遊走は出来ても浸
潤は出来なかった。

A

B

C

D
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9. Corning FluoroBlokインサートはコーティングできますか？

希望に応じて、浸潤用の Corning マトリゲル基底膜マトリックスや遊走用のコラーゲン、
フィブロネクチンなど Corning ECMタンパク質でコーティングが可能です。ノンコート
Corning FluoroBlokインサートは、様々なフォーマットやポアサイズが選択できます。

Corning® FluoroBlok ™ 個別型セルカルチャーインサート

カタログ番号 製品仕様 入数（ケース）

351151 24ウェルプレート用 3.0 µm インサート 48

351152 24ウェルプレート用 8.0 µm インサート 48

Corning FluoroBlok 24マルチウェルインサートシステム 3.0 µm  

351156 インサートプレートおよび 24ウェルプレート、フタ 5

Corning FluoroBlok 24マルチウェルインサートシステム 8.0 µm  

351157 インサートプレートおよび 24ウェルプレート、フタ 1

351158 インサートプレートおよび 24ウェルプレート、フタ 5

Corning FluoroBlok 96マルチウェルインサートシステム 3.0 µm  

351161 インサートプレートおよび 96ウェルプレート、フタ 1

351162 インサートプレートおよび 96ウェルプレート、フタ 5

Corning FluoroBlok 96マルチウェルインサートシステム 8.0 µm  

351163 インサートプレートおよび 96ウェルプレート、フタ 1

351164 インサートプレートおよび 96ウェルプレート、フタ 5

アプリケーションに応じた ECMやプレコートインサートの選択、Corning FluoroBlok 
インサートのコーティングでサポートが必要な場合は、 
03-3586-1268または ScientificSupportJP@corning.comまでご相談ください。

10. 色素がメンブレンから溶け出してサンプルにコンタミすることはありませんか？

 Corning FluoroBlokメンブレンおよびインサートシステムは、生理食塩水や 10%DMSO
添加培地、4%パラホルムアルデヒド、100%メタノールなどのよく使用される溶媒でテ
スト済みです。

11.  プレートリーダーの設定を行うときに、一般的な 24ウェル、96ウェルプレートのテン
プレートは使用できますか？

 いいえ、Corning FluoroBlok用に検出器を適切に位置設定するのは重要です。
プレートリーダーの設定でサポートが必要な場合は、03-3586-1268または 
ScientificSupportJP@corning.comまでご相談ください。

12.  Corning FluoroBlokインサートは、リンパ球などの浮遊細胞の遊走、浸潤に使用でき
ますか？

 はい、インサートは遊走の早い非接着細胞にも使用できます。細胞をラベルしておけば、
カイネティックなデータも取れます。参考文献の 1.～11.を参照してください。

13.  細胞は遊走、浸潤後に回収できますか？

 はいできます。接着細胞の場合はトリプシンや Corning ディスパーゼ （カタログ番号 
354235)、Corning セルリカバリーソリューション (カタログ番号 354253)、
Accutase®、その他酵素などが使用できます。
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